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◉
肖
像
は
語
る

　
50
歳
を
迎
え
た
色
川
三
中（
１
８
０
１

～
５
５
）の
肖
像
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

三
中
は
え
ら
が
張
り
出
し
た
四
角
い
顔

で
、
眼
光
は
鋭
く
、
唇
を
堅
く
結
ん
だ
厳

し
い
顔
つ
き
で
す
。
裃

か
み
し
もに

脇
差
を
差
し
、

大
刀
を
置
い
て
い
る
の
は
、
先
祖
も
三
中

自
身
も
町
役
人
を
務
め
、
土
浦
藩
か
ら
名

字
帯
刀
や
裃
の
着
用
を
許
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。

　
机
の
上
に
は「
日
本
書
記
」が
き
ち
ん
と

積
ま
れ
、
硯
、
墨
、
筆
筒
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
硯
は
中
国
産
の
端た

ん
渓け

い
硯け

ん
、
使
い
か

け
の
墨
も
上
等
品
の
よ
う
で
す
。
竹
製
の

筆
筒
に
細
筆
が
６
本
。
三
中
は
多
く
の
書

を
残
し
て
い
ま
す
が
、
大
判
紙
に
書
い
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
26
歳
か
ら
書
き
始

130

色い
ろ

川か
わ

三み

中な
か

肖し
ょ
う

像ぞ
う〈
茨
城
県
指
定
文
化
財
〉

―
県
民
の
宝
と
な
っ
た
商
人
の
肖
像
―

め
、
亡
く
な
る
１
か
月
前
ま
で
つ
け
て
い

た
日
記
を
一
文
字
５
㍉
前
後
の
小
さ
な
字

で
よ
ど
み
な
く
綴
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

細
筆
な
の
で
し
ょ
う
。

　
三
中
が
亡
く
な
っ
た
の
は
こ
の
肖
像
が

描
か
れ
て
か
ら
５
年
後
、
安
政
２（
１
８

５
５
）年
６
月
23
日
の
こ
と
で
し
た
。
門

人
大
久
保
一
学
は
尊
崇
し
た
師
の
面
影
を

手
元
に
置
き
た
い
と
の
一
心
で
肖
像
を
摸

写
し
ま
し
た
。
摸
写
図
の
三
中
は
ひ
げ
が

濃
く
、
や
つ
れ
た
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

一
学
は
、
学
究
半
ば
に
し
て
亡
く
な
っ
た

師
を
惜
し
む
和
歌
一
首
を
摸
写
図
の
裏
に

書
き
付
け
ま
し
た
。

◉
三
中
の
業
績

　
三
中
は
幼
名
を
恵け

い

助す
け（
圭
輔
、
桂
助
と

も
）、
諱い

み
なを
英
明
、
号
を
三
中
・
東
海
・

瑞
霞
園
な
ど
と
称
し
ま
し
た
。
色
川
家
は

田
宿（
土
浦
市
大
手
町
）で
薬
種
業
、
川
口

（
土
浦
市
川
口
）で
醤
油
醸
造
を
営
み
ま
し

た
。
青
年
期
の
三
中
は
経
営
難
に
苦
し
み

ま
し
た
が
、
独
自
の
改
革
を
実
施
し
、
経

営
安
定
後
は
国
学
研
究
に
い
そ
し
み
ま
し

た
。
香
取
神
宮（
香
取
市
）が
所
有
す
る
古

文
書
を
筆
写
し
て
良
質
の
写
本
を
遺
し
、

中
世
東
国
史
研
究
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
常
陸
の
地
誌
や
史
誌
編
纂
、

土
地
制
度
や
租
税
、
度
量
衡
研
究
の
過
程

で
多
く
の
図
書
を
収
集・校
合
し
、
現
在
、

蔵
書
は
静
嘉
堂
文
庫（
東
京
都
世
田
谷
区
）

に
、
自
筆
の
稿
本
類
は「
色
川
文
庫
」に
、

弟
美
年
と
書
き
継
い
だ
日
記「
家か

事じ

志し

」・

来ら
い
か
ん
し
ゅ
う

翰
集
な
ど
は
色
川
德
治
家
文
書
に
含
ま

れ
て
い
ま
す（
土
浦
市
立
博
物
館
所
蔵
）。

　
平
成
28
年
１
月
、「
色
川
文
庫
」、
日
記

「
家
事
志
」・
来
翰
集
、
そ
し
て
こ
の
肖
像

の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
県
指
定
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。

◉「
臥ふ

せ
蝶
」の
家
紋

　
三
中
が
着
用
し
て
い
る
裃
に
は
蝶
が
羽

を
広
げ
た
よ
う
な
家
紋
が
つ
い
て
い
ま

す
。

　

平
た
い
ら
の
維こ

れ
盛も

り
が
平
家
滅
亡
後
に
色
川
郷（
和

歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
）に
か
く

ま
わ
れ
、
色
川
家
は
そ
の
子
孫
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す（『
紀
伊
続
風
土

記
』）。
色
川
郷
の
什じ

ゅ
う
ほ
う宝で
あ
る
幟の

ぼ
りの
ひ
と

つ
に
維
盛
の
家
紋「
臥
せ
蝶
」が
描
か
れ
て

お
り
、
色
川
家
の
家
紋
は
こ
の
系
譜
を
引

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
時
代
も
場

所
も
飛
び
越
え
、
家
紋
が
引
き
継
が
れ
た

一
例
で
す
。

◉
絵
師
群ぐ

ん

山ざ
ん

　
肖
像
を
描
い
た
絵
師
は
群
山
と
い
い
ま

す
。
上
境
村（
つ
く
ば
市
上
境
）の
旧
家
に

群
山
の
署
名
・
落
款
の
あ
る「
高
砂
図
」

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
中
の
弟
美
年
は

「
画
師
群
山
が
来
た
」と
日
記
に
書
い
て
い

ま
す（
嘉
永
３（
１
８
５
０
）年
10
月
19
日

の
項
）。
笠
間
稲
荷
神
社（
笠
間
市
）拝
殿

右
正
面
に
同
年
11
月
に
色
川
家
が
奉
納
し

た「
醤
油
絵
馬
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
絵
馬
も
群
山
の
筆
で
し
た
。

　
群
山
は
江
戸
に
拠
点
を
お
き
、
地
方
を

回
っ
て
い
た
絵
師
で
は
な
い
か
と
推
定
し

て
い
ま
す
。
た
び
た
び
土
浦
を
訪
れ
て
は

色
川
家
を
拠
点
に
し
て
画
業
で
稼
い
で
い

た
の
で
す
。

◉
行
方
不
明
か
ら
県
指
定
文
化
財
へ

　
こ
の
肖
像
は『
国
学
者
伝
記
集
成
』（
明

治
38
年
刊
行
）に
挿
画
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
長
く
所
在
不
明

で
し
た
。

　
平
成
５
年
、
東
京
の
古
美
術
商
を
経
由

し
て
個
人
が
購
入
、
平
成
15
年
、
土
浦
市

立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
、
平
成
27
年
土
浦

市
が
購
入
し
、
永
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※「
色
川
三
中
肖
像
」は
５
月
８
日
㈰
ま
で

土
浦
市
立
博
物
館
第
37
回
特
別
展「
ま
ち

の
し
る
し　
―
し
る
し
が
語
る
土
浦
の
近

代
―
」で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２
９
２
８
）

色川三中肖像
《県指定文化財》
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